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12他者排除行為：その他 

（入口・本体）



入口



9k184-196

基本的に全て必要 
193-194のコラム（一般指定8項と一般指定
9項）だけ1巡目は不要 

「その他」 
実は取引拒絶系 
実は略奪廉売系 
やはりいずれでもない
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本体



抱き合わせ：現状

平成29年改正後の流通取引慣行ガイドライン 
「市場閉鎖効果」 
「能率競争の観点から 
競争手段として不公正」
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抱き合わせ：議論の経緯

1982昭和57　不公正な取引方法の見直し 
「能率競争侵害」と「自由競争減殺」 
1992平成4　ドラクエⅣ審決　不人気ソフト 
1992平成4　白石・ジュリスト1009・1010 
1997平成9　白石・独禁法講義 初版 
「不要品強要型」と「他者排除型」 
1998平成10　MSエクセル等審決 一太郎排除 
2017平成29　流通取引慣行Gに盛込み 
「能率競争侵害」と「市場閉鎖効果」
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他者排除型抱き合わせは取引拒絶系7



セット割引とマージンスクイーズ

本質的には同じ問題 
190の図と191の図 
セット割引＝「バンドル・ディスカウント」 
「割引総額帰属テスト」 
Discount Attribution Test
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一般指定14項 192-195

特徴 
行為要件が漠然としている 
不正手段を念頭に置いて導入された規定 
不正手段型 
排除効果の立証が不要 
ワンブルー（ドライアイスも） 
排除効果必要型 
様々な場合に用いられる 
排除効果の立証をきちんと行えばOK

9



一般指定14項：並行輸入阻害行為

平成一桁・・14項（当時15項）の使用が確立 
国内の総代理店が 
並行輸入品は粗悪という風評を流す 
間接取引拒絶（海外ブランド社をして） 

R4-03-25 アメアジャパン・ウイルソン 
一般指定14項 
行為は 
総代理店の間接間接取引拒絶 
海外ブランド社の間接取引拒絶
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アフターマーケット事案 (1)

あちこちの違反要件理解を鍛える素材 
行為要件 
ハイン対日立 
排除効果・・市場画定 
東芝昇降機サービス 
正当化理由なし 
キヤノンプリンタH16・・公取委考え方
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アフターマーケット事案 (2)

一般指定14項を用いるものが多かった 
抱き合わせと再構成できる事案が多かった 
中間品を主たる商品役務とし 
ロックイン → 市場シェア大 
消耗品を従たる商品役務とする 

ブラザー工業R3東京地判　ジュリスト1568 
製品（基軸品）を主たる商品役務とした 
市場シェアは高くないと思われる 
設計変更前のプリンタには影響ない事案
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